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                            複数施設研究用 
研究課題「難治性腎疾患に関する iPS細胞の作成とそれを用いた解析・治療法
の開発に関する研究」に関する情報公開 
 
１．研究の対象 
こころの病気やこころの発達のかたよりに関する iPS細胞・hiN細胞・iMG細胞の作成
とそれを用いた解析に関する研究（承認番号 2012-0184）で iPS細胞を樹立した方のう
ち、研究への二次利用についても同意をされた方 

 
２．研究目的・方法・研究期間 
目的：iPS 細胞を用いて腎疾患の疾患メカニズムの解明と、新規治療法の開発を行います。 

方法： 

① 細胞移植治療 
・iPS細胞から腎臓を構成する細胞を作製し、モデル動物へ移植することですでに低下した

腎機能を回復させることができるかどうかを明らかにします。 

・iPS細胞から免疫系・間葉系細胞を作製し、モデル動物へ投与することで進行性腎疾患の

腎機能低下を抑制することができるかどうか明らかにします。 

・iPS細胞から免疫系細胞を誘導し、免疫の研究を行います。これにより、上記の細胞移植

や、免疫が関連する腎疾患の病態解明に役立てます。 

② 疾患再現 
・iPS細胞を作製し、腎臓ないし関連臓器を構成する細胞へ分化誘導し、試験管内で疾患を

再現できるかどうか明らかにします。 

研究期間： 

2020年 1月 28日（実施承認日）～2029年 3月 31日 
 
３．研究に用いる試料・情報の種類 
試料：iPS細胞 

 
４．外部への試料・情報の提供 
細胞の提供を行う場合は、研究責任者あるいは分担者が直接持参します。 
 
５．研究組織 
岐阜大学応用生物科学部獣医学科 獣医臨床繁殖学・准教授・高須正規 
京都大学 iPS細胞研究所 臨床応用研究部門・准教授・池谷真 

 
６．お問い合わせ先 
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本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 
 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 
また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 
 
  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

研究責任者：名古屋大学大学院医学系研究科 病態内科学講座 腎臓内科学分野 
教授 丸山彰一 
〒466-8550 名古屋市昭和区鶴舞町 65 
TEL: 052-744-2192 

 


